
日現在 )

2,550(± 0)

男  4,069(-1)
女   4,376(-3)

総 数 8,445(-4)

平成 3年 41月 5日発行

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86)16・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-2-1111・ FAX2-1174

▲南阿蘇風の谷コンサー ト

(高森中学校体育館)
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理実習

さ

ず調ま

婦

健

保健

ふ
れ
あ

ん
自
身

と
、
新

は
　

とヽ
い
う

の
は
女
性
の
宿
命

子
供

・
家
族

で

の
健
康
を
考
え

教室

と
な

っ
て
き
ま
し
た
が
今

の
社
会
情
勢
で
は
必
ず
し

健 康

も
そ
う
ば
か
り
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
　
　
母
さ
ん
の
健
康
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

のん
　

で
し
よ
う
か
。
″
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

す
。
こ
こ
で
は
健
康
と
最
も
関
係
の
深
い

さお母

と
が
で
き
る
〃
た
め
の
環
境
と
は
ど
う
あ
　
　
食
事
に
つ
い
て
、
栄
養
の
基
礎

・
調
理
実

れ
ば
よ
い
か
、
次
の
世
代
を
担
う
丈
夫
な
　
　
習

。
試
食
を
し
た
り
、
楽
な
お
産
を
す
る

子
供
を
産
み
育
て
る
為
に
、
家
族
や
地
域

た
め
の
妊
婦
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

の
人

一
人

一
人
が
考
え
て
い
か
な
く
て
は

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
出
席
さ
れ
話

И

し
の輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
“

≫

∋

∋

≫

≫

∋

≫

Ｄ

Ｄ

≫

≫

≫

≫

∋

≫

脅

な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

●   ●

●   ●

わ
が
国
の
出
生
数
は
、

過
去
二
〇
年
間
毎
年
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
今
、

高
齢
化
社
会
が
問
題
に

な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
大
き
な
原
因
の

一
つ

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

妊
娠

・
出
産

。
育
児

．″
一ゝ

″
゛ヽ

″
一ヽ
一ヽ

さ
れ
た

ぬ

い
な

い

Л

フ

フ
　

′
　

Ｒ

中
の
お

Ｍ

ま
れ

て

ハ

「胎
教
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
豊

を
も
つ
子
供
を
育
て
る
に
は
妊
娠

母
さ
ん
の
過
ご
し
方
、
そ
し
て
生

三
才
ま
で
の
親
子
の
か
か
わ
り

ｏ

い
が
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
妊
娠
中
の
過
ご
し
方

し
い
生
命
の
誕
生
を
機
に
お
母
さ

▼
先
月
、
広
報
た
が
も
り
の
原
稿

を
出
し
た
帰
り
、
台
風
十
九
号
に

遭
遇
、
生
ま
れ
て
初
め
て
あ
じ
わ

う
台
風
の
恐
怖
で
し
た
。
高
森
で

の
風
の
速
さ
を
熊
本
地
方
気
象
台

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
最
大
平
均

風
速
西
南
西
の
風
十

一
所
を
午
後

七
時
に
観
測
し
た
そ
う
で
す
。
つ

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
ほ
か
停

電
、
断
水
な
ど
日
常
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
讀
し
た
。
ｂ

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
県
民
文
化
祭
で
は
、
本
町
で
も

い
ろ
ん
な
催
し
が
あ
り
、
広
報
担

当
で
な
い
と
全
部
見
て
回
る
こ
と

が
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
カ
メ
ラ

片
手
に
飛
び
回
る
私
で
し
た
。

て
い
こ
う
と
「お

/1ミ |́ヽ /1ヽ /1ヽ/1ヽ /1ヽ /1ヽ /1ヽ/1ヽ /1ヽ |́ヽ /1ヽ/1ヽ /1ヽ

おめで

(1991.9月 受イ寸う))

9・ 2生

作

江
さ ん の

(敬称略)

の長女

桂

由

正

ミ

英

奈

一
順

則

森)8・ 31生

天仁ちゃん

見 ・

さんの 2女

さんの 3女

さんの長男

さんの長男

ちゃん

9・ 8

9・ 10

9・ 17

一
美

広

キ

生

美

美

子

一

ユ

8 ・23生

泉ちゃん

片 山

片 山

洗川

冬 野
・ 森

下 ・

下 ・

灯

ました (敬称略 )

ツ子

中嶋ナツ

小崎マ

久斐

フ后藤

チ増 田

村上正誠、

くやみ

(12)

広 報

醸

蘇
祭
爆 議 懸

の書コンサート
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こ___止 三二三二
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『1錘Ь

編

集

後

記

の

中

層ヨ
E」

(住所)

森

見

部

森

山

部

尻

日

高
一色

草

高

菅

草

野

芹

.(遺族)

緒方すき子

岩下 欧盛

幸野ユキエ

今村 博男

中嶋 行雄

小崎 敏幸

甲斐 新也

后藤 輝幸

増田喜久吉

多美子

信 也

み ほ

裕

(死 亡者)(年齢 )

緒方 夏雄 57
岩下 利信 43

/古澤 昌―́

古`澤 美幸

/後藤千葉男

谷`川須賀子

/楢木野政治

村`上 洋子

γ南  一誠
.｀

安部昌抄子

/大内田弘徳

甲`斐ゆかり

森)9・ 5生

美里ちゃん



「阿
蘇
ル
ネ
サ
ン
ス
天
地
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
四
回
県
民
文
化
祭
が

十
月
十
九
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
九
日
間
、
阿
蘇
郡
十
二
カ
町
村
を
舞
台

に
開
か
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
大
阿
蘇
絵
画
展

（
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
）
を
は
じ
め
阿
蘇

親
子
劇
場
地
域
公
演
（十
九
日
）
、
太
鼓

・
古
代
の
鳴
り
と
現
代
と
（
二
十
日
）
、

南
阿
蘇
風
の
谷
コ
ン
サ
ー
ト

（
二
十
七
日
）
な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
り
、
大

阿
蘇
絵
画
展
で
は
、
百

一
点
の
入
賞
作
品
の
中
か
ら
高
森

。
昭
和
の
岩
下
昭

生
さ
ん

（
６４
歳
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
を
受
賞
さ
ね
ま
し
た
。

ま
た
、
高
森
中
学
校
で
開
か
れ
た

「
太
鼓

・
古
代
の
鳴
り
と
現
代
と
」
に

は
約
三
百
人
が
来
場
、
風
鎮
太
鼓
、
久
本
野
太
鼓
、
火
伏
太
鼓

（蘇
陽
町
）

に
ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
の
猪
俣
猛
カ
ル
テ
ツ
ト
が
加
わ
り
、
和
太
鼓
と
ジ
ャ
ズ

の
共
演
に
集
ま
つ
た
観
客
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

カメワルボ

10月 19日 ～27日

七
五
ミ
や
お
正
月
、
成
人
式
の

日
や
卒
業
式
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
晴
れ
着
を
着
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
「折
り
日
正
し
く
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
正
し
く
た
た
ん
で
収
納
し

て
い
た
着
物
の
折
り
じ
わ
は
、
当

然
あ
る
の
が
当
た
り
前
で
、
気
に

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま

り
気
に
な
る
よ
う
な
ら
、
必
ず
当

て
布
を
し
、
折
り
じ
わ
が
消
え
な

い
程
度
に
、
ア
イ
ロ
ン
で
軽
く
押

さ
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

着
物
を
着
た
後
の
手
入
れ
で
大

切
な
の
は
、
脱
い
だ
ら
す
ぐ
手
入

れ
を
す
る
こ
と
。
脱
ぐ
と
き
も
ホ

コ
リ
が
つ
か
な
い
よ
う
に
、
畳
に

衣
装
紙
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
脱

い
だ
着
物
を
お
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
す
ぐ
に
は
た
た
ん

で
し
ま
わ
ず
、
和
服
用
の
ハ
ン
ガ

ー
に
か
け
、
二
十
～
二
十
分
間
、

軽
く
た
た
く
よ
う
に
し
て
落
と
し

ま
す
。

ホ
コ
リ
取
り
に
は
、
ふ

つ
う
の

ブ
ラ
シ
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

生
地
を
傷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ビ

ロ
ー
ド
の
小
袋
を
作
り
、
そ
の
な

か
に
ナ
イ

ロ
ン

・
ス
ト

ツ
キ
ン
グ

ン
ス
な
ど
に
し
ま
う
と
き
、
重
ね

る
と
折
り
目
が

つ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
折
り
目
に
当
た
る
所
に
、

タ
オ
ル
を
巻
い
て
挟
む
と
折
り
目

が

つ
き
ま
せ
ん
。

乾
燥
剤
や
殺
虫
剤
が
、
直
接
着

物
に
触
れ
る
と
変
色
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
和
紙
に
包
む
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

風
通
し
の
よ
い
場
所
に
つ
る
し
ま

す
。こ

の
と
き
、
す
そ
、
え
り
、
そ

で
口
な
ど
、
汚
れ
や
す
い
と
こ
ろ

を
点
検
し
ま
す
。
汚
れ
を
見
つ
け

た
ら
、
ベ
ン
ジ
ン
を
含
ま
せ
た
真

綿
で
、
ま
わ
り
を
ば
か
し
な
が
ら

を
細
か
く
切

っ
て
入
れ
、
ホ

コ
リ

を
取

っ
て
く
だ
さ

い
。

こ
の
と
き
、
必
ず
横
に
ふ
い
て

く
だ
さ
い
。
縦
に
ふ
く
と
ホ
コ
リ

が
取
れ
に
く
い
ば
か
り
か
、
生
地

を
傷
め
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

着
物
に
欠
か
せ
な
い
帯
は
、
タ

高
　
森
・
旭
通
り村

上
　
み

か

さ

ん
０

●

●

ビ

ロ
ー
ド

で

ホ

コ
リ

取

り

―仕 事 は楽 しいですか

社会人 3年 目、仕事にも慣れ、毎 日い

ろいろな人との出会いもあり、とても楽

しくやっています。

一今、 いちばん関心 のあることは

海外旅行に行ってみたい。(長期の休み

が取れなくて、なかなか実現しないとか)

一 どんな町づ <り を望みます か

若い人達がすすんで参加するようなイ

ベン トをしてほしい。

(11)

約1500人の観衆が集まつた風の谷コンサー ト

上色見小学校 4・ 5・ 6年生による演奏 (風の谷コンサー ト)

大阿蘇絵画展でグランプリ賞の「峠 5」

(2)

晴
れ
着
の
手
入
れ

暮らし

■勤務先

■趣 味

■血液型

阿蘇高原ホテル

ドライブ

明るく元気なB型

今月の表紙
十
月
二
十
七
日
、
高
森
中
学

校
体
育
館
で
南
阿
蘇
風
の
谷

コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
本
年
度

熊
本
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
金
賞
受
賞
校
の
楠
中
学
校
（中

学
校
の
部
）
、
玉
名
女
子
高
校
（高

校
の
部
）
も
参
加
、
み
ご
と
な

演
奏
を
披
露
。
ま
た
高
森
中
学

校
、
高
森
高
校
な
ど
九
校
総
勢

二
百
人
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏

も
観
賞
で
き
ま
し
た
。

＝
月
１０
日

「
月
１７
日

■
月
２３
日

１１

月

２４

日

１２

月

１

日

１２
月
８
日
　
馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

平 藤  み 立  後
密 審 常 な電 圏
② 田⑦本⑦クみ③野⑦藤
0 0 2リ
2医 0医 0ニ
1 2 3ツ
6院 0院 0ク

0   0
1病 0医
1    1
1院 9院

診療 は午前 9
時か ら午後 5

時まで

阿
蘇

||お
1知 らせ

ヽ
r・嘔

可

ヽ

ｔ
　

　

　

●

/

Ｌ

議愧

摯

'萎'を 卜 :

瞼,'

●哺■
・

骰儘
ダ

′1缶

ヤ
●
マ

プロフィール



芸術の議 専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１１
月
２５
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

現
在
離
職
中
の
人
で
、
再
就
職

に
向
け
て
新
し
い
技
能
を
身
に
つ

け
て
生
活
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す

る
人
た
ち
の
た
め
に
、
熊
本
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
４
年

１
月
入
所
の
訓
練
生
を
次
の
要
領

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
科
名
及
び
定
員

●
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
２０
人

●
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　
２５
人

（女
性

コ
ー
ス
）

■
募
集
期
間
／
１１
月
１
日

（金
）

か
ら
３０
日

（土
）
ま
で

■
応
募
方
法
／
公
共
職
業
安
定
所

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格
／
雇
用
保
険
受
給
者

等
の
求
職
者

■
特
典

イ
、
受
講
料

。
入
学
金
等
は
不

要
で
す
。

口
、
修
了
者
は
、
各
種
の
資
格

等
が
取
得
で
き
ま
す
。

ハ
、
遠
隔
地
の
方
の
た
め
に
、

寄
宿
舎

（男
子
の
み
）
が
あ

り
ま
す
。

二
、
修
了
者
は
、
当
セ
ン
タ
ー

及
び
公
共
職
業
安
定
所
で
就

職
の
あ

っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
、
ま
た
は
技
能
開

発
セ
ン
タ
ー

（
８
０
９
６

・
３
５

９

。
１
９
１
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

高
森
幼
稚
園
で
は
、
平
成
４
年

度
の
入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員
／
▽
３
歳
児
１
３０
人
、

▽
４
歳
児
１
４０
人
、
▽
５
歳
児
―

４０
人
　
計
１１０
人

な
お
、
町
民
税
の
課
税
額
に
よ

っ
て
就
園
奨
励
費
補
助
が
あ
り
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
高

森
幼
稚
園

（
圏
②
０
０
９
４
）

ヘ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
第
３
回

「く
ま

も
と
の
水
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

応
募
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
作
品

●
テ
ー
マ
／
水
に
関
す
る
こ
と

（題
名
は
自
由
）

●
形
　
式
／
生
活
文

。
感
想
文

・
意
見
文

・
詩

ｏ
日
記

・
手

紙
等
形
式
は
自
由

（短
い
作

文
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

自
作
の
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

■
応
募
資
格
／
県
内
小
学
校
の
高

学
年
児
童

（４
、
５
、
６
年
）

■
応
募
期
間
／
１０
月
１５
日

（火
）

か
ら
１２
月
１４
日

（土
）
ま
で

■
応
募
方
法

●
４００
字
詰
原
稿
用
紙
（縦
書
き
）

枚
数
は
自
由

●
末
尾
に
、
学
校
の
所
在
地
、

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、
性

別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

●
あ
て
先
　
〒
８
６
２

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
１８
番

１
号

熊
本
県
企
画
開
発
部
水
資
源

対
策
室

第
３
回

「く
ま
も
と
の
水
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
係

詳
し
く
は
、
水
資
源
対
策
課
（
圏

０
９
６

。
３
８
３

。
１
１
１
１
内

線
３
５
９
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。

法
律
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
／
１１
月
１６
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

法
務
局
職
員
及
び
本
町
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
無
料
人
権
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
Ｈ
月
２８
日

（木
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
中
央
公
民
館

●

●

ずらりと並んだ名作に見入る中学生

グランプリ賞を受賞される岩下昭生さん

年

　

金

技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

訓
　
練
　
生

犯罪捜査にご協力を

警察では11月 中を 「捜査活動に対

する市民協力確保月間」および 「指

名手配捜査強化月間」として住民の

みなさんに犯罪捜査に対する協力を

呼びかけるとともに指名手配犯人の

捜査に全力を挙げ取組みます。

そこで、住民の皆さんに特に次の

点にご協力をお願いします。

◎犯罪について知っていることが

あれば積極的に通報を

◎聞き込み捜査にご協力を

◎被害にあったときは必ず届出を

被害にあったときは、「被害金

額が少ない」「仕返しが怖い」と

言わず届出をしてください。

◎「事件かな ?」 と思ったら11

通報を

おか しいな、と思っ

怪 し

深夜

お願

◎指名

1旨

い人物を見掛

、早朝を問

い します

高
森
幼
稚
園
児

作

　

文

募 集

法
律

（無
料
）

相 談

人
権

（無
料
）

相 談

11/15日 (金)11/25日 (月 )12/5日 (木)時間 9時～15時 (10)

玉名女子高校の踊 りを加えた演奏に観衆も拍手和太鼓とジヤズの共演はみごと

(3)

bfi 6 r* 
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二
雪

九
州
を
直
撃
し
た
大
型
で
非
常

に
強
い
台
風
十
九
号
は
、
九
月
二

十
七
日
午
後
四
時
す
ぎ
頃
か
ら
次

第
に
風
が
強
く
な
り
、
阿
蘇
で
最

大
瞬
間
風
速
六
〇

・
九
ｍ
を
記
録

す
る
な
ど
、
前
例
の
な
い
台
風
と

な
り
ま
し
た
。

本
町
で
も
農
作
物
や
農
業
施
設
、

家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

一
部
屋
根
の
は
が
れ
た

高
森
小
学
校
体
育
館

●

■

嘔
買
自
■

強
風
は
大
木
を
も
引
き
裂
い
た

（高
森
阿
蘇
神
社
）

道
路
ま
で
寸
断
さ
れ
た

（国
道
３２５
号
線
木
郷
）

夕1綸
‖ ヨ

大きな被害を受けたメロンハウス

|1膏

`“
“

先
に
襲
来
し
ま
し
た
台
風
十
九
号
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
は

多
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
八
日
に
は
、
職
員
が
被
害
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
が
予
想
以

上
で
、
特
に
農
林
業
関
連
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
町

と
し
ま
し
て
も
県
及
び
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
に
全
力
を
尽
く
し
、　
一
日

も
早
く
正
常
な
状
態
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
被
災
者

の
皆
様
も
御
苦
労
の
事
と
思
い
ま
す
が
災
害
復
旧
に
御
協
力
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
森
町
長

〈
７　
村
　
博
　
信

●

●   ●

●

輻 隋 鰊 瘍 瘍 瘍 瘍 鸞

年長組       ■―

とおやま まり ちゃん

1熊谷優子先生がら 円上|こ 向がいあつて踊つ
|

|ている様子です。楽しい運動会の雰囲気がよ
|

|<出ていると思います。          |

（阿
蘇
御
神
火
会
）

題「運 動 会」

欲
の
固
ま
リ
　
チ
ラ
シ
見
比
ベ
メ
モ
し
と
る

添
乗
員
　
又
通
訳
に
呼
び
出
さ
れ

酒
が
え
え
　
み
ち
の
く
か
ら
の
旅
便
り

値
千
金
　
頼
ま
ん
偽
証
し
て
く
れ
た

欲
の
固
ま
り
　
棺
か
ら
片
手
出
ア
と
ら
す

欲
の
固
ま
り
　
ぞ

っ
と
す
る
知
恵
持

つ
と
ら
す

欲
の
固
ま
り
　
年
金
貯
め
て
高
利
貸

値
千
金
　
一
献
欲
し
う
な
る
夜
景

や

っ
ぱ
女
　
パ
フ
も
入
院
さ
せ
て
あ
る

堀
田
　
蘇
仙

熊
川
　
豊
泉

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　
一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

題「コスモス」

・
年長組

｀あなん ゆうしょう くん

熊谷優子先生がら 初めての写生をしました。

花びらの数をかぞえたりしていましたが、他

の葉とは異なつたコスモス特有の葉つぱをう

まく表現していると思います。

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

旧
友
と
名
月
称
え
盃
交
し

木
犀
の
花
散
り
果
て
し
風
の
跡

季
語
帳
を
め
く
り
て
見
る
や
夜
も
涼
し

あ
あ
無
惨
歴
史
の
遺
産
台
風
に
消
ゆ

住
み
人
の
気
配
無
け
れ
ど
秋
桜

秋
の
虫
茶
の
間
に
遊
ぶ
夕
飯
ど
き

虫
に
寝
て
虫
に
目
覚
め
て
物
思
う

長
雨
に
噴
火
の
年
と
風
の
秋

自
問
自
答

一
人
芝
居
か
秋
夜
長

森

　

正
六

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

後
藤
　
チ
エ

本
田
　
初
雄
　
②

後
藤
あ
ら
し

(4)

肥

後

狂

句

俳

一
　

句



北
海
道
研
修
を
終
え
て

自
然
の
雄
大
さ
に
魅
カ

北海道研修に参加された

赤星直光さん

阿
蘇
南
部
六
ケ
町
村
青
年
団
主

催
に
よ
る
第
十
七
回
北
海
道
研
修

に
、
私
の
青
年
団
入
団
以
来
の
願

い
が
か
な
い
参
加
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
ま
で
研
修
に
参
加

さ
れ
た
方
々
は

『
言
葉
で
は
言
い

表
せ
な
い
。
参
加
し
て
み
な
い
と

こ
の
感
動
は
味
わ
え
な
い
』
と

一

様
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
の
意
味
ど
お
り
に
感
動
を
体

験
し
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今

回
の
研
修
は
八
月
二
十
三
日

か
ら
二
十
九
日
の
七
日
間
、
研
修

青
年
団
長

赤
星
　
直
光

生

・
引
率
者
総
勢
十
四
人
の
メ
ン

バ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
生
は
ま
ず
西
部
十
勝
四
町

（清
水
町
、
芽
室
町
、
新
得
町
、

鹿
追
町
）
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
青
年
団
の
家
で
の
民
泊
研
修

と
な
り
、
私
は
鹿
追
町
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
研
修

一
日
目

か
ら
緊
張
と
不
安
で
頭
の
中
が
い

っ
ぱ
い
だ

っ
た
が
、
地
元
青
年
団

の
皆
さ
ん
に
盛
大
な
歓
迎
会
を
開

い
て
も
ら
い
、
酒
を
飲
み
言
葉
を

交
わ
し
て
い
く
う
ち
、
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
不
安
も
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
鹿
追
町
は
、
じ
ゃ
が

い
も
の
収
穫
時
期
で
忙
し
い
時
に

も
か
か
わ
ら
ず
歓
迎
会
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
、
観
光
そ
し
て
研
修
な

ど
私
達
研
修
生
に
と

っ
て
感
謝
す

べ
き
事
ば
か
り
で
し
た
。

二
日
目
の
民
泊
は
酪
農
家
で
の

乳
し
ば
り
な
ど
初
め
て
の
体
験
を

さ
せ
て
戴
き
、
北
海
道
の
広
さ
と

一
緒
で
、
住
む
人
の
心
も
広
く
暖

か
み
の
あ
る
人
達
ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
他
の
研
修
地
、
阿
寒
湖
、

開
拓
の
村
、
五
稜
郭
な
ど
た
く
さ

ん
の
場
所
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

ど
こ
も
規
模
の
大
き
さ
、
自
然
の

雄
大
さ
に
、
た
だ
あ
然
と
す
る
ば

か
り
で
し
た
。

今
回
の
研
修
で
、
北
海
道
の
雄

大
な
自
然
に
ふ
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

私
に
と

っ
て
大
変
有
意
義
な
研
修

で
し
た
。
行
く
前
よ
り
聞
か
さ
れ

て
い
た
話
と
、
実
際
に
北
海
道

ヘ

行
き
雄
大
な
自
然
を
味
わ

っ
て
き

た
も
の
と
は
、
口
で
は
と
う
て
い

表
せ
な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

今
年
の
研
修
に
は
、
高
森
か
ら

二
人
だ
け
の
参
加
だ

つ
た
の
が
残

念
で
し
た
。
自
分
の
日
で
見
て
み

な
い
と
本
当
の
北
海
道
の
良
さ
が

わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
次
回

の
研
修
に
は
、
も

つ
と
多
く
の
参

加
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

た
か
あ
＜
と
ん
だ
よ

た
け
と
ん
ぼ

子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
こ
の
ほ
ど
高
森
保
育
園

（山

村
文
子
園
長
１２０
人
）
に
竹
と
ん
ぼ

五
十
組
と
水
鉄
砲
五
つ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
高
森

・
上
在
の
岩
下
保

さ
ん

（７８
歳
）
が
、
毎
年
行
わ
れ

る
敬
老
会
の
時
、
保
育
園
児
に
よ

る
歌
や
手
作
り
の
花
か
ざ
り
の
お

礼
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

今
年
で
六
年
に
な
り
ま
す
。

保
育
園
児
の
お
礼
の
手
紙
に
「私

の
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
ボ
ケ

防
止
に
も
な
る
し
、
元
気
な
内
は

ず

っ
と
続
け
た
い
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

事
故
防
止
を
願
っ
て
　
　
　
　
③

自
転
車
の
無
料
点
検

十
月
十
八
日
、
高
森
小
学
校
で

自
転
車
の
無
料
点
検

・
整
備
が
あ

り
ま
し
た
。

安
全
な
自
転
車
に
乗

っ
て
も
ら

お
う
と
、
高
森

・
上
町
で
自
転
車

販
売

・
整
備
業
を
営
む
加
藤
文
凡

さ
ん

（５１
）
と
、
交
通
安
全
協
会

高
森
支
部
が
協
力
し
て
行

っ
た
も

の
で
、
今
年
で
十
九
年
に
な
り
ま

す
。こ

の
日
も
、
校
庭
に
ず
ら
り
と

並
ん
だ
自
転
車
を
点
検
、
チ

ェ
ー

ン
の
ゆ
る
ん
だ
も
の
や
ブ
レ
ー
キ

の
き
か
な
い
自
転
車
を

一
台

一
台

を
丁
寧
に
整
備
し
ま
し
た
。

●  ●

●   ●

竹とんぼを飛ばす園児

雲
仙

・
普
賢
岳
の
猛
威
が
い

ま
な
お
続
い
て
い
る
。
こ
の
阿

蘇
も
昔
か
ら
「
ヨ
ナ
（火
山
灰
）
」

に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。
昭

和
十
年
代
高
森
町
を
中
心
に
阿

蘇
郡
内
で
牛
馬
及
び
住
民
に
ヨ

ナ
歯
と
称
せ
ら
れ
る

一
種
の
歯

牙
の
変
化
の
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
た
。

ヨ
ナ
歯
は
斑
状
歯
の
一
種
で
、

歯
の
表
面
に
自
濁
し
た
模
様
を

生
じ
た
り
、
茶
褐
色
に
変
色
し

た
り
、
欠
損
す
る
。
軽
度
の
灰

自
斑
点
状
歯
、
灰
白
線
状
歯
な

故

小

林

　

常

雄

氏

ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
他
の
地

方
に
も
見
ら
れ
る
が
、
阿
蘇
地

方
の
も
の
は
も

つ
と
ひ
ど
く
、

ヨ
ナ
歯
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い

る
。昔

か
ら
牛
に
多
く

「
ヨ
ナ
歯

牛
」
は
健
康
牛
に
比
べ
て
極
端

に
安
く
買
わ
れ
た
。

乳
歯
が
永
久
歯
に
生
え
変
わ

る
時
期
に
、　
エ
ナ
メ
ル
質
が
侵

さ
れ
る
も
の
で
、
飲
料
水
に
使

用
さ
れ
て
い
た
井
戸
水
や
湧
水

に
含
ま
れ
て
い
る
フ
ッ
素
が
原

因
と
み
ら
れ
て
い
る
。
適
量
の

見
、
診
療
の
合
間
を
み
て
は
山

間
地
を
歩
き
、　
一
人
で
ヨ
ナ
歯

の
追
跡
調
査
を
行

っ
た
。
昭
和

二
十
六
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
研

究
を
学
位
論
文

「阿
蘇
火
山
地

帯
に
お
け
る
学
童
の
体
質
と
人

類
学
研
究
―
ヨ
ナ
歯
に
関
し
て
」

に
ま
と
め
、
医
学
博
士
号
を
授

与
さ
れ
た
。

さ
ら
に
小
林
氏
は

「
フ
ッ
素

を
多
量
に
含
ん
だ
火
山
灰
の
井

戸
水
よ
リ
フ
ッ
素
の
少
な
い
水

を
飲
料
水
に
」
と
町
に
提
言
、

二
十
七
年
ま
で
に
整
備
さ
れ
た

簡
易
水
道
に
よ
り
年
々
減
少
、

現
在
、
ヨ
ナ
歯
は
絶
滅
し
た
と

い
つ
て
も
よ
い
。
（小
林
常
雄
氏

著

「
ヨ
ナ

（火
山
灰
）
が
降
る
」

よ
り

一
部
転
載
）

ヨ
ナ
歯
を
研
究
撲
滅

ヨナ歯研究に取組んだ故小林常雄氏

ヨナを吹き上げる阿蘇山(平成元年)

フ
ッ
素
は
、
ム
シ

歯
に
な
り
に
く
い

歯
質
を

つ
く
る
た

め
、
歯
み
が
き
粉

な
ど
に
入
れ
る
場

合
が
あ
る
。

小
林
常
雄
氏
は
、

学
童
に
も
ヨ
ナ
歯

が
あ
る
こ
と
を
発

ひ
ヽ

V

1_撃
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ん
な
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防

62円

8円

エネルギ
のため

国を守るための

費用

国 債 費
｀

228円

事を助ける費用

舅猾ゝ
ヽ:≡≡ヨ

227円

匪亜亜亜ヨ
県や市町村の仕

国が借りたお金
を返すための費

公共事業 (注 )

111円

住宅
など

・道路・公園
をつくる費用

174円

病気をなおしたり
お年寄りなどを助
ける費用

そ の 他

113円

国のいろいろな施
策のための費用

教育や科学の振興

77円

校舎の建設や宇宙
開発のための費用 ―台ずつブレーキを調整する加藤さん

(注 )公共事業は、NTT株 式活用

分 1フ円を含みます。
(5)
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この社会あなたの税がいきている

平成3年度 ,国の予算
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世
界
の
松
野

・
有
森
選
手

色
づ
く
阿
蘇
路
を
走
る

糧
神
キ
彬
「
さ
ん
県
知
事
表
彰

健
康
づ
く
り
功
労
者
表
彰

平
成
三
年
度
健
康
づ
く
り
功
労

者

。
優
良
団
体
等
表
彰
が
十
月
四

日
、
熊
本
県
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
本
町
か
ら
上
田
キ
ク
ヨ
さ

ん

（高
森

・
下
町
）
と
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会

（岩
下
和
子
会
長
、

三
百
六
十
四
人
）
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

上
田
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

助
産
婦
と
し
て
の
功
労
が
認
め
ら

れ
医
事
功
労
賞
を
受
賞
、
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
は
組
織
活
動
が

認
め
ら
れ
健
康
づ
く
り
優
良
団
体

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

（な
お
、
上
田
キ
ク
ヨ
さ
ん
の
写
真
は

都
合
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。）

十
月
十
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
の
十
日
間
、
本
町
で
実
業
団

・

女
子
陸
上
選
手
が
合
同
合
宿
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
、　
ニ
コ
ニ
コ
ド
ー

（熊

本
）
か
ら
松
野
明
美
選
手
ら
十
六

人
、
リ
ク
ル
ー
ト

（東
京
）
か
ら

有
森
裕
子
、
五
十
嵐
美
紀
選
手
ら

十

一
人
が
参
加
。
本
町
で

は
、
初
め
て
の
合
同
合
宿

と
な
り
ま
し
た
。
十
二
月

に
行
わ
れ
る
実
業
団
駅
伝

に
向
け
て
の
合
宿
。
毎
日

二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

ロ
ー
ド
中
心
の
練
習
に
、

「練
習
コ
ー
ス
も
走
り
や

す
い
し
、
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
い
で
す
ね
」
と
高
森

の
印
象
を
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

走り高飛びに挑戦する児童 (町内陸上記録会)

優良団体受賞の岩下和子会長

肩醸]財訳Aク ラス)

上 在 (Bク ラス )
高
森
小
二
種
日
に
優
勝

第
十
九
回
郡
陸
上
記
録
会

【
４
年
男
子
】
▼
四
百
屑
リ
レ
ー

（原
崇
、
荒
牧
大
、
大
塚

一
暁
、

片
山
良
二
）
▼
百
＝
原
崇

【
４
年
女
子
】
▼
百
＝
後
藤
千
恵

子
【
５
年
女
子
】
▼
四
百
肝
リ
レ
ー

（石
田
茜
、
土
村
紗
智
子
、
佐
伯

紘
子
、
真
原
智
恵
美
）
▼
二
百
肝

真
原
智
恵
美
▼
六
百
屑
森
田
あ
ず

さ
【
５
年
男
子
】
▼
幅
跳
び
本
田
雅

俊

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

健
康
づ
＜
り

老
人
が
自
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
健
康
づ
く
り
に
努
め
よ
う
と
十

月
二
日
、
自
水
村
運
動
公
園
で
老

人
健
康
づ
く
り
推
進

ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

老
人
の
健
康
保
持
、
病
に
か
か

ら
ぬ
運
動
、
老
人
相
互
の
交
流

・

親
睦
を
目
的
に
、
本
町
を
は
じ
め

阿
蘇
南
部
六
ケ
町
村
か
ら
約
千
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
用
意
さ
れ

た
八
種
目
の
競
技
に
出
場
。
輪
な

げ
競
技
で
は
、
輪
が
杭
に
入
ら
ず

に
ゴ
ー
ル
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。こ

の
日
は
秋
晴
れ
の
好
天
気
に

恵
ま
れ
、
健
康
づ
く
り
に
は
最
高

の

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

第
十
九
回
郡
陸
上
記
録

会
が
、
十
月
二
十
日
阿
蘇

町
の
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
、
本
町
か
ら
高
森

小
学
校
と
色
見
小
学
校
の

四
・
五

・
六
年
生
が
出
場
、

四
年
男
子
四
百
＝
リ
レ
ー
、

五
年
女
子
四
百
肝
リ
レ
ー

（高
森
小
）
が
優
勝
す
る
な
ど
、

過
去
最
高
の
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。ま

た
、
十
月
二
日
に
は
町
の
陸

上
記
録
会
が
行
わ
れ
、
三
種
目
に

五
つ
の
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

郡
記
録
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（１
位
の
み

・
高
森
小
）

が優勝
●  ●

●   ●

第19回協会長旗争奪ソフ トボール大会が10月 16

日から18日 の3日 間、山村広場で行われ、Aク ラ

スは南球、Bク ラスは上在がそれぞれ優勝しまし

た。大会の結果は次の通 りです。

Aク ラス (決勝)
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Bク ラス (決勝)
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大勢の人でにぎわつた福祉まつり会場

″
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
″

と
九
月
二
十
九
日
、
高
森
寮
福
祉
ま
つ
り
が

精
薄
施
設

『高
森
寮
』
で
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
特
に
将
来
地
域
福
祉
を
支
え
る

子
供
達
と
交
流
を
深
め
、
間
近
に
接
し
ふ
れ

あ
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
に
対
す
る
理
解
を

持

つ
て
も
ら
お
う
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て

精
薄
施
設

「高
森
寮
」
（川
口
泰
量
寮
長
）
が

開
い
た
も
の
で
す
。

今
年
で
二
回
目
の
福
祉
ま
つ
り
に
は
地
域

住
民
な
ど
約
五
百
人
が
来
場
。
高
森
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
後
、
地
元
婦
人
会
や
青

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
の
南
球
チ
ー
ム

年
団
、
商
工
会
青
年
部
、
高
森
中
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
、
高
森
高
校
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
長
陽
村
青
年
団
に
よ
る
人
形
劇
や

ふ
あ
ふ
あ
ピ
エ
ロ
、
た
け
し
城
ゲ
ー
ム
な
ど

に
、
訪
れ
た
子
供
達
も
大
喜
び
で
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
バ
ザ
ー
の
益
金
は
、
雲
仙
岳
災
害
義

援
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
の
上
在
チ
ー
ム

上 覆
~~0572粟

可14

地

高森田楽に「おいしい」の連発

非
″
一計
さ
缶
■
の
ふ‐‐‐に
な
い
を

、
■
一
一
一
一
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%〃多,

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせ ください。

総務課
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杭を目がけて「えい」と一声
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